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宮内彩　　東京生まれ。西町インターナショナルスクールを経て、スイス、ル・ロゼ高
校、米タフツ大学卒業。帰国後、パリ・ミラノ等世界のコレクションを取材。雑誌・新聞・
テレビ・ラジオ等でファッション・コラムニストとして活動。オークランド在住の中
村嗣氏と結婚のため、2000年より生活の拠点をＮＺに移動。01年、長男・章人君,02
年、次男・天人君誕生。子育ての合間を見て、旅・食・住等ライフスタイル全般のコラ
ムニストとして英語及び日本語で執筆活動を続けている。著書は近代文藝社「おし
ゃれのエッセンス」「おしゃれのエッセンス旅コレクション」（母・大内順子と共著）等。
NZでの生活のエッセイが載っているホームページはwww.ouchi-junko.com

「Caroline Church」というブランド
名は、2004年１０月に行われたニュ
ージーランドファッションウィーク
で初めて目にするものだった。が、キ
ャロラインは第一回目のファッショ
ンウィークから参加している、ベテラ
ンデザイナーだ。昨年までは、State 
of Graceのブランド名で、シェリリン・
キャッチポールと共にデザインをして
来た。今回は、独立後初めてのコレク
ション。「１３年間State of Graceを
やって来て、２年くらい前から、自分
自身でやりたいと思い始めていました」
という彼女。今回は
遂に自分自身のブラ
ンドとして、コレク
ション発表を果たした。
　そんなキャロライ
ンのインタビューに
私が出かけたのは２
月のある日。「今週
はとても忙しいの。
でも、時間を作るわ」
と言ってくれた彼女。
聞けば、２日前にお店をオープンした
ばかりだと言う。これまで「State of 
Grace」だった店を「Caroline Church」
としてリニューアルしたのだ。その上、
「先週までこの辺りに住んでいたんだ
けど、ムリワイの海辺に引っ越した
ところなの。それに、来週結婚するの。
ウェディングドレスはもちろん自分で
作るんだけど、まだ作り始めていない
の！」お相手は長年つきあっているア
イルランド人のパートナー。「結婚式
でもしなければ、彼の家族が全員が

ニュージーランドに来る機会もあま
りないから」と笑う。
　全てが新しいスタートの今。ワー
クルームには１０人のスタッフが働き、
愛犬のストーンズマーフィーも毎日一
緒に通勤する。超多忙にもかかわらず、
なんとなくのんびりとした空気がア
トリエ内を流れている。「やることが
山ほどあるの！」と言いながら、「ま
あ、なんとかなるでしょう」と開き
直って、笑い飛ばしていた。
　結婚式や特別なオケージョンの為の
華やかな服に定評のあるキャロライン。

ステートオブグレー
スよりも、彼女自身
のブランドの方が、
少し大人っぽい。が、
「今後コレクション
を充実させて行く上
で、もう少し若くて
セクシーなラインも
作って行こうと思っ
ています」とビジネ
スにも意欲的だ。

　裁縫の先生を母に持つキャロライ
ンは、母親が使った布の切れ端を宝
物のように大切にし、遊んでいた。幼
い頃から自分の服を作ることも覚えた。
そのため、デザインも机に向かってス
ケッチをするよりも、布を触りなが
ら立体裁断していくことが多い。自ら
パターンを引くことも少なくない。「机
に座ってデザインするよりも、作っち
ゃう方が私にとっては簡単なの」と言
う。生まれはイギリスだが、幼い頃か
らニュージーランドに移り住み、今

では自分を「ニュージーランド人」
と迷わずに言う。でも、作品自体が
特に「ニュージーランド的」だとは
思わない。彼女の服を一つの枠には
はめる事はできない。
　「インスピレーションはあらゆる
所から受けます。海外旅行中にギャラ
リーを覗いたり、古い歴史の中の衣
装や、過去の時代の美しい女性達な
どに刺激を受けます。いつも素材を先
にデザインするので、布が出来上がる
とそれぞれが『コー
トに仕立てて』とか
『ドレスに仕立てて』
とうったえるんで
す。」今はちょうど
来年の冬の素材をデ
ザインしている最中
だという。
　新ブランドのデビ
ューコレクションは
「 E c c e n t r i c  
Englishwoman」と題され、エディス・
シトウェルというエキセントリック
な英国人の詩人よりインスピレーシ
ョンを受けている。「一般的な美し
さではなかったけれど、彼女はとて
もユニークな美を持つ女性で、他人に

変だと思われても構わない強さを持っ
ていました。」
　そんな彼女の服の特徴は贅沢感が
あり、エレガント。奇抜さはなく、
トレンドに左右されない美意識を持っ
ている。「自分が美しいと思うもの、
着たいと思うものをデザインします」
と語る。「私の洋服を着る女性には、
『自分が世界で一番美しい』と感じ
てもらいたいのです。」顧客も若い女
の子からシルバー層までと幅広い。パ

ーティ用の着飾った
ドレス類が知られて
いるが、ニット、ス
ーツやコートなど、
日常的な装いも充実
している。
　「ファッションウ
ィークで一番楽しい
のはシャンパン！」
と笑う彼女。「ショ
ーをしたり、フィナ

ーレでステージを歩いたりするのは
大好き。他の人のショーをのぞいて
見るのも楽しいわ。」美しい物を創り、
人生を楽しんでいるキャロライン。新
しいブランドでますます華麗に羽ば
たいていくことだろう。
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Town

ニット＄620
スカート＄630

Work

Evening

Party

Caroline Church

Work

Cocktail

仕事場でも、アクセン
トのあるニットと刺繍
のスカートでゴージャ
スに。

セーター＄275
スカート＄710
ブローチ＄25

ロングスカートも、上
をニットにしてリラッ
クスした感覚で。

ジャケット＄620
スカート＄380
ブラウス＄265

シンプルな黒いスーツ
はブラウスの袖口を覗
かせてゴージャスに。

Dinner

ワンピース＄560

ニットのドレスはスト
レッチなので着心地も
ばっちり。

コート＄1100
パンツ＄350

秋になったら、艶やか
なコートで気持ちも華
やかに。

ブラウス＄470
スカート＄480
ワンピース＄560

清楚な白で妖精のよう
に可憐に。

ドレス＄940

ワンショルダーのフェ
ミニンなドレスで大人
の女性を装って。

To
w

n

ブラウス＄275
スカート＄340

折り紙のようなひだの
ブラウスとスカートで
ファッション感覚の鋭
さをアピール。

Shop
Caroline Church
36 Jervois Road, Ponsonby, Auckland
phone/fax: 09-378-8460

Unity Collection
11 Teed St Newmarket Auckland
09-520 2110

Unity Collection
BDO House 101 Customhouse Qy Wellington
04-471 1008

Waughs
460 George St Dunedin North Dunedin
03-479 2946

Lynn Woods Studio
149 Victoria St Christchurch
03-377 9476


